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あの時、そこで遭遇した光景によって突然レリーズする衝動が生ま
れるが、それは衝撃を受けたその情景を記録したいという衝動だ。
私の場合この記録はレンズによる像をハロゲン化銀に捕獲するこ
とによって行われるが、それは光化学反応による銀画像の生成で
あり、そこにあった光そのものが直接銀画像として固定され、この
ことがたまらなく感傷的だ。
さらに可視化された銀の像は、あの時そこで遭遇した現実の光景の
記憶よりも刺激的で美しい。
これはレンズとハロゲン化銀記録材料によってもたらされ像固有
の特性であり、そこで遭遇した現実の光景とは全く別のものだ。
それはこの像の独立性・自立性であり、さらにレンズとハロゲン
化銀記録材料により美的に拡張されたある種のモニュメントの
ようにも感じる。


